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古い話であるが、1980年代半ば、私が法務

省の人事課長になって驚いたことがある。

刑務所の職員の年金を受け取る期間が、ほ

かの公務員に比べて一番短いのである。つま

り、寿命が一番短いわけだ。同じだけ保険料

を払っているのに損ではないか、といささか見

当はずれの義憤にかられて「なぜだろう」と調

べてみたが、科学的な理由はわからない。しか

し、常識からして、規則でがんじがらめの刑務

所勤めを長年にわたって継続し、家庭に帰って

も周囲は同じ刑務所職員、子どもの運動会に

行っても「追い越すな　その子は職場の課長

の子」と気を使っていては、長生きできそうに

ないことはわかる。定年後何とか第二の勤務

先がないかと開拓もしてみたが、せっかく受け

入れてくれる会社が見つかって斡旋しても「も

う人に使われて暮らすのはこりごりです」と辞

退する人が多くて、拍子抜けしたものである。

ちなみに長生きする職種は何かと調べてみ

たら、画家であった。それはそうだろう、自分で

描きたい絵を描いて、うまく自分の思いを表現

できて満足感を味わった上、「よくできてはい

るが、考えてみれば自分はもっとうまく描ける

はずだ」と夢をふくらませてさらに次の絵に挑

戦していれば、もう長生きするしかないだろう

と思う。長生きするだけではない、自分が生き

ているという実感（充足感）を強く持って質の

高い人生（Quality of Life）を送ることができ

る。

私も法務・検察を退いて30年間、高齢者に

対しその人生の質を高めるべく、ボランティア

をすすめる活動をしてきているし、その目標に

ついては、ダイヤ高齢社会研究財団さんと基

本的に同じだと思っている。

ダイヤ高齢社会研究財団は、企業の社会貢

献財団の中でも高レベルで、三菱系企業 OB

の健康クラブをつくって健康理論を実践し、高

齢者の生活の質を高めて幸せを作り出してい

る実践財団であり、一般人にわかりやすく健康

理論を「ダイヤ財団新書」シリーズにして普及

しておられる点でも、素晴らしい社会貢献活動

をしておられる。

私は、その実践的研究の一つとして “ 人生

の質 ” の高さを、科学的根拠をもって示す研究

が進まないかなと秘かに思っている。年をとっ

てから点数で評価を示されるのはまっぴらゴメ

ンであるが、「あなた、これに挑戦してみれば

人生満足度はもう一段上がるのじゃない ?」く

らいのアドバイスができるように、大まかな段

階で示せないのかと思うのである。「幸せ度」

と同じようなものである。

あなたの人生の質は高いですか

公益財団法人さわやか福祉財団　会長  堀田　力
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◆「DAA」とは？
　内閣府が高齢者の社会的活動への参加の有無を主観的

な健康状態別に調査した結果、健康状態が「良い」「まあ良

い」「普通」とする人では3割以上が社会的活動に参加して

います。（図表1）

　内閣府は、高齢者自身も、支えられるだけではなく一定の

役割をもって地域に参画していくことが望ましく、高齢者の

社会参画をさらに促していくことが今後の課題であるとして

います。1）

　ダイヤ高齢社会研究財団（以降、当財団）は、「しあわせ

で活力ある長寿社会」の実現に向けた活動のひとつとして、

元気高齢者の活動グループ「DAA」の活動を支援していま

す。「DAA」は「ダイヤ・アクティブエイジング・アソシエイ

ション」の略称で、1999年に当財団の支援により当財団の

賛助会員会社である三菱グループ企業の退職者有志により

発足した会員組織です。現在、地域別6、趣味別1（囲碁）

の計7つの活動グループがあり（図表2）、グループ毎に自

主的な親睦・交流活動、社会参加・社会貢献活動をしてい

ます。また、活動グループ同士の親睦・交流活動の一環とし

て「DAA 交流会」を毎年開催しています（2019・2020年

度は新型コロナウィルス感染拡大のため、中止）。2021年4

月1日時点の会員数は226名で、三菱グループ企業出身以

外の会員もおられます。

　当財団は、以前は事務局として DAA 全般の運営を支援し

ていましたが、現在は各活動グループの代表者で構成する

“ 運営委員会 ” によって、自主的に運営されています。当財

団は、DAA 会員を主体とした “ 社会貢献活動 ” に対して、さ

さやかではありますが助成金を支給するなどの資金面での

支援を行っています。

◆ コロナ禍が DAA の活動にもたらす影響
　新型コロナウィルス感染拡大で外出の自粛を余儀なくさ

れることにより、特に高齢者にとっては、運動不足による身

体の不調に加え、友人や地域の人とのコミュニケーションが

減ることによる、認知機能の低下の懸念もあります。⾼齢者

の健康を維持・向上させるために、感染リスクを抑えつつ、

高齢者の外出や人との交流を増やす工夫が必要であると考

えます。

　DAA の各活動グループは、各グループの定例会や親睦、

社会貢献関連活動を、⼈と⼈の距離を確保の上で対面交流

したり、Zoom などのオンラインにて開催したりするなど工

夫の上、最大限の活動の継続を図っています。しかしながら、

「カラオケ」「囲碁」「ハイキング」などの親睦活動の多くが、

また、高齢者施設慰問などの社会貢献活動のほとんどが、

既に1年以上、活動中断を余儀なくされています。

ダイヤ高齢社会研究財団　企画調査部　次長 佐藤　博志

高齢者の社会的活動の意義と効用
～「DAA」の社会的活動の支援にあたって～

図表1　高齢者の主観的健康状態別社会的活動への参加状況

図表 2　DAA拠点マップ
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　ワクチン接種がようやく開始されたものの、新型コロナウィ

ルス感染症の収束見通しは未だ不透明です。感染拡大防止

のための様々な規制による日常生活への多大な制約がある

中で、with コロナおよび post コロナを見据えて DAA の活

動を支援するにあたり、高齢者の社会的活動に関連する研

究や調査報告を参照し、DAA の活動の意義や効用等につ

いて考えてみました。

◆ ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）
　「ソーシャル・キャピタル」とは、人々の協調行動が活発化

することにより社会の効率性を高めることができるという考

え方のもとで、社会の信頼関係、規範、ネットワークといった

社会組織の重要性を説く概念です。社会学、政治学、経済

学、経営学などにおいて用いられ、日本語では「社会関係

資本」と訳される場合が多いようです。ソーシャル・キャピタ

ルの定義は研究者によって様々ですが、基本的には「人々

が持つ信頼関係や人間関係、すなわち社会的ネットワーク」

のことと言えるようです。

　ソーシャル・キャピタルに関連する研究や調査には、東日

本大震災等の甚大な災害の復興や防災への影響に関する

調査・分析などもあり、現在のコロナ禍での DAA の活動の

意義や効用ならびに今後の支援のあり方の考察のヒントに

もつながる点があるのではないかと考えました。

　高齢者の多くは、生活環境の変化に伴い、それぞれが持っ

ているソーシャル・キャピタルも変化したり、一部がなくなっ

たりするため、その再構築をされていると思います。企業退

職者は、会社員時代以外の知り合いが少なく、退職後に何

かするためのきっかけがつかめないなど、ソーシャル・キャ

ピタルの再構築に悩んでいる人も多いのではないかと思い

ます。

　ソーシャル・キャピタルには、異質な者同士を結びつける

ブリッジング型（橋渡し型）、同質な者同士が結びつくボン

ディング型（結束型）の2種類があるといわれています。ソー

シャル・キャピタルの事例について、稲葉陽二氏は、次のよ

うに説明しています。

被災者救済のためにさまざまな経歴の人々が集まる

NPO などのネットワークはブリッジング（橋渡し型）な

社会関係資本であり、大学の同窓会、商店会や消防団

等の地縁的な組織などはボンディング（結束型）な社

会関係資本である。過去の実証研究によれば、ボンディ

ングな社会関係資本は結束を強化する傾向があるが、

新しい情報を得たり、逆に情報を流すためにはバック

グラウンドが異なる人々のネットワークの方が適してい

る。2）（稲葉 2011、31-32）

　DAA は、三菱グループ企業の退職者が多く在籍しており、

会員にとって同質な者同士が結びつくきっかけとなる魅力

があると考えます。一方、三菱グループ企業の退職者以外の

メンバーも加え、交流関係や活動内容も多彩になってきて

いることから、DAA はボンディングとブリッジングの両方の

特長を兼ね備えている貴重な活動グループだと考えます。

　ソーシャル・キャピタルには様々な効用がある一方、負の

側面もあることが、複数の研究者から指摘されています。会

員への過度の同調圧力が発生したり、過干渉に陥ったりす

るなどの「しがらみ」が一例です。

　アメリカの社会学者マーク・グラノヴェッタ―は「弱いつ

ながりの強み（The strength of weak ties）」を提唱し、そ

の内容を “ 家族や親友などのつながりが緊密な人よりも、弱

くつながっている人の方が自分の知らない新しい情報をも

たらしてくれる可能性が高い ” と述べています。

　DAA の各グループは、活動プログラムの一部のみへの参

加も許容し、また参加頻度も会員各人の自主性を尊重して

います。各プログラムの活動状況はグループの定例会の席

上や定例会の議事録などによって報告・共有されており、こ

れにより会員は、自身が参加していないプログラムにも関心

を持ち、過干渉にならない程度に会員同士で情報交換をし

ています。こうした DAA の活動は「弱いつながりの強み」

を生かした活動と言えるのではないかと考えます。

◆ DAA の社会的活動の効用
　本稿冒頭に記載の通り、政府は高齢者の社会参画の更な

る促進を課題として挙げています。少子高齢化が急速に進

行し、超高齢社会となった昨今の日本では、高齢者の就労も

含めた社会参加の促進が必要とされていますが、本稿では、

高齢者の社会的活動への参加による高齢者自身にとっての

意義や効用にフォーカスし考えてみました。

　近年「社会的孤立」が大きな社会問題となっています。「社

会的孤立」の定義はいろいろあるようですが、高齢者の場合

は、同居家族の有無に関わらず、家族以外の他者とほとんど

交流がない状態を指すことが多いようです。

　村山洋史氏は、高齢期の社会とのつながりの縮小を招く

要因を、高齢者本人に起因する「内的要因」と、周囲の状況

や周囲からの関わりに起因する「外的要因」に区分しまし
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た。3）（村山 2018、184）

　村山氏は、「内的要因」について、人は歳をとって、人生

の残りの時間が限られていると知覚するにつれ、自分にとっ

て必要のないものや幸せに感じないものを手放すような選

択をすると説明しています。3）（村山 2018、184-185）

　村山氏は、一方「外的要因」として、死別などの一緒に

暮らす家族の減少や自身の退職や入院などの高齢者特有

の「ライフイベント」と “ お年寄りなんだから、全部やってあ

げないとダメ ” などに代表される「高齢者への偏見や差別」

を挙げ、高齢者のつながりの減少は自分のせいだけではな

いと説明しています。3）（村山 2018、186-187）

　前野隆司氏は、2014年に博報堂と共同で実施した「＜地域

しあわせ風土＞に関する調査」と題した、「つながり」と「幸

福度」の関係についての20歳から64歳までの男女15,000

人に対するインターネット調査の結果として、“ 多様な知り

合いがいる人の方が幸せだった。” こと、一方、“「所属する

団体数」と「幸福度」の関係としては、どの団体にも所属し

ていない人と、ひとつでも所属している人との幸福度の差は

大きかったが、2団体を越えると差はあまりなかった。” こと

を挙げ、人はどこかに所属していることが幸せにつながるも

のの、所属団体が多ければ多いほど幸せというわけではな

いようであると説明しています。4）（前野 2017、43-44，47-

48）

　この2014年の調査対象は20歳から64歳までの男女で

すが、仮にこの調査結果が65歳以上の高齢者にもあてはま

るならば、重要なのはつながりの数ではなく、高齢期の社会

とのつながりの縮小の中で、多様な知り合いに出会える、厳

選されたつながりの質であり、DAA を自身にとって厳選され

たつながりの質を得られるグループと捉えている会員も多

いのではないかと考えます。

　前野氏は自身の研究グループの研究の結果

を踏まえ、次のように説明しています。

利己的欲求（自分は〇〇したい）は二十代

をピークに年齢とともに減少し、利他的な

欲求（社会や他人を〇〇したい）は年齢と

ともに増加していく傾向がありました。5）（前

野 2013、186）

高齢者が住みやすいように介護福祉を充

実させることは重要ですが、高齢者は介護

されるばかりでは幸せを感じません。なぜ

かというと、人は誰かの役に立つこと（「やってみよう！」

因子注1））で自分の存在意義を感じたり、自己肯定感を

持つからです。6）（前野 2017、214）

　このように、高齢者の社会的活動への参加は、社会からの

要請という点に加え、高齢者自身への効用も大きいという調

査結果もあり、DAA の活動プログラム全般、その中でも特に

社会貢献活動の意義の重要な側面であると考えます。

◆ 高齢者にとっての ICT の効用
　現在、新型コロナウィルス感染症の流行のため、感染リス

クが抑えられる電話・メールなどの非対面交流が増えてい

ますが、対面交流の制限による健康や幸福度への影響につ

いて、様々な機関で研究・調査が行われています。

　JAGES は、Press Release報告にて、高齢者のインターネッ

ト利用と健康や幸福との関連を検討の結果、友人・知人と

実際に会う頻度を考慮した上で、インターネットを使ってい

る人は使っていない人より、健康感、幸福度ともに高く、特に

他者とのつながりのためにインターネットを使っている人に

その傾向が強くみられることが分かったと報告しています。7）

（JAGES,2020）

　また、JAGES は、高齢者を対象に、電話・メール・手紙な

どの非対面交流と対面交流の有無（週1回未満を交流なし

とする）の組み合わせを4群に分けて、抑うつ傾向の人の割

合を調査・分析の結果、対面・非対面ともにない人と比較し

て、非対面のみありの人は、対面のみありの人と同程度に、

抑うつ傾向の人の割合が有意に少ないことも Press Release

で報告しています。8）（図表3）（JAGES,2020）

　DAA はコロナ禍において、一部の活動プログラムを

向の人の割合を調査・分析の結果、対面・非対面ともに

ない人と比較して、非対面のみありの人は、対面のみあ

りの人と同程度に、抑うつ傾向の人の割合が有意に少な

いことも Press Release で報告しています。8）（図表 3）

（JAGES,2020） 

図表 3 高齢者の対面・非対面交流有無別抑うつ傾向 

DAA はコロナ禍において、一部の活動プログラムを

Zoom にて開催し、会員の交流の維持に努めています。そ

の結果、持病やケガなどのため、プログラムへの参加が

できなかった会員が、Zoom ならば参加できるようになっ

たなどの効用があります。一方、会員の一部の Zoom な

ど ICT に対する苦手意識により、対面開催時よりも参加

率が低下したり、対応できない会員を取り残さないため

に、Zoom での開催を自重したりしているグループやプロ

グラムもあります。 

ICT の利用に対する消極性としては、「必要性を感じな

い」、「お金がかかる」、「文字が見にくい」、「使いたいが、

使い方がわからない、指南者がいない」など、高齢者に

とっての理由は様々9）のようです。ICT を利用する意向

のない高齢者に対して、無理やり利用を勧めることは望

ましくないと考えますが、非対面の交流にも様々な効用

がありますので、「使いたいが、使い方がわからない、   

指南者がいない」方に対しての習得のきっかけや仕組を

拡充することは必要だと考えます。 

Zoom のマニュアルは、インターネット上でも広く公開

されていますが、当財団の澤岡詩野主任研究員が企画・

監修した「つながり続ける、つながりを広げる、新しく

つながる『Zoom 利用の手引き』」が「埼玉共助ス

タイル」のホームページの 1 コーナーとして掲載さ

れています。Zoom は難しそうと思っている方にと

っても、設定、操作、利用方法が分かりやすく、ま

とまっていますので、Zoom の習得をお考えの方は、

ぜひご参照ください。URL は、以下の通りです。 

http://kyojo.saitamaken-npo.net/100lab/100lab-  

zoom.html 
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2）稲葉陽二.「ソーシャル・キャピタル入門 孤立から絆          

へ」（中央公論新社、2011）,31-32 
3）村山洋史 .「『つながり』と健康格差」（ポプラ社、

2018）,184-187                                    
4）前野隆司.「実践 ポジティブ心理学 幸せのサイエンス」

（PHP 研究所、2017）,43-44，47-48 
5）前野隆司.「幸せのメカニズム 実践・幸福学入門」（講

談社、2013）,186 
6）前野隆司.「実践 ポジティブ心理学 幸せのサイエンス」

（PHP 研究所、2017）214 
7）大田康博(日本福祉大学).「ネットによるつながりがあ

ると健康な人が１．６倍－幸福な人も約１．３倍。高

齢者  約  2 万人を対象とした調査より」JAGES  
Press Release No: 217-20-8 
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注 1）前野隆司氏の研究グループが実施した幸せの因子分

析の結果、得られた次の 4 つの因子のひとつ 
  「『やってみよう！』因子」、「『ありがとう！』因子」 
  「『なんとかなる！』因子」、「『ありのままに！』因子」 
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オンライン開催する方向で検討中です。高齢者ご自身に加え、ご家族の方にも一緒にご参加いただけるようなプログ
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の
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対面交流なし ：友人・知人、別居の家族や親戚と会う機会が週1回未満
非対面交流なし：友人・知人、別居の家族や親戚と電話、メール、手紙などで連絡をとりあう機会が週1回未満
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出典：福定正城.斉藤雅茂.(日本福祉大学)「新型コロナ対策への示唆 電話・メールでの交流のみでも
健康リスクは軽減されるのか（第1報）」：JAGES Press Release No: 225-20-16

（JAGES2019データを用い、23,917名を対象とした分析）

＊統計学的に意味のある違いがみられたもの
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3.0％＊

図表 3　高齢者の対面・非対面交流有無別抑うつ傾向
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Zoom にて開催し、会員の交流の維持に努めています。そ

の結果、持病やケガなどのため、プログラムへの参加ができ

なかった会員が、Zoom ならば参加できるようになったなど

の効用があります。一方、会員の一部の Zoom など ICT に

対する苦手意識により、対面開催時よりも参加率が低下した

り、対応できない会員を取り残さないために、Zoom での開

催を自重したりしているグループやプログラムもあります。

　ICT の利用に対する消極性としては、「必要性を感じな

い」、「お金がかかる」、「文字が見にくい」、「使いたいが、

使い方がわからない、指南者がいない」など、高齢者にとっ

ての理由は様々9）のようです。ICT を利用する意向のない高

齢者に対して、無理やり利用を勧めることは望ましくないと

考えますが、非対面の交流にも様々な効用がありますので、

「使いたいが、使い方がわからない、指南者がいない」方

に対しての習得のきっかけや仕組を拡充することは必要だ

と考えます。

　Zoom のマニュアルは、インターネット上でも広く公開さ

れていますが、当財団の澤岡詩野主任研究員が企画・監修

した「つながり続ける、つながりを広げる、新しくつながる

『Zoom 利用の手引き』」が「埼玉共助スタイル」のホーム

ページの1コーナーとして掲載されています。Zoom は難し

そうと思っている方にとっても、設定、操作、利用方法が分か

りやすく、まとまっていますので、Zoom の習得をお考えの方

は、ぜひご参照ください。URL は、以下の通りです。

http://kyojo.saitamaken-npo.net/100lab/100lab-zoom.html

【引用文献、参考文献】

1）内閣府.「令和元年版高齢社会白書（全体版） 第1章　高齢化の状況（第3
節5）」2019

2）稲葉陽二.「ソーシャル・キャピタル入門  孤立から絆へ」（中央公論新社、2011）,31-
32

3）村山洋史.「『つながり』と健康格差」（ポプラ社、2018）,184-187

4）前野隆司.「実践 ポジティブ心理学 幸せのサイエンス」（PHP研究所、2017）,43-
44，47-48

5）前野隆司.「幸せのメカニズム 実践・幸福学入門」（講談社、2013）,186

6）前野隆司.「実践 ポジティブ心理学 幸せのサイエンス」（PHP研究所、2017）
214

7）大田康博（日本福祉大学）.「ネットによるつながりがあると健康な人が１．６倍－
幸福な人も約１．３倍。高齢者約2万人を対象とした調査より」JAGES  Press 
Release No: 217-20-8

8）福定正城.斉藤雅茂. （日本福祉大学）.「新型コロナ対策への示唆 電話・メー
ルでの交流のみでも健康リスクは軽減されるのか（第1報）」：JAGES Press 
Release No: 225-20-16

9）内閣府.「平成27年度 第８回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査結
果　調査報告書 概要-2」2015

注1）前野隆司氏の研究グループが実施した幸せの因子分析の結果、得られた
次の4つの因子のひとつ

　　 「『やってみよう！』因子」、「『ありがとう！』因子」
　　 「『なんとかなる！』因子」、「『ありのままに！』因子」

当財団主催 2021 年度シンポジウムについて
「高齢者の日常をより豊かにする ICT ～ニューノーマル時代のコミュニケーションの可能性～（仮題）」をテーマに、オン
ライン開催する方向で検討中です。高齢者ご自身に加え、ご家族の方にも一緒にご参加いただけるようなプログラムを目
指しています。開催内容や日時などが決定次第、当財団ホームページなどでご案内いたします。

DAA への入会のご案内
DAA の活動内容にご興味をお持ちの方は、当財団ホームページの「元気高齢者の活動グループ DAA」ページも是非ご覧
ください。URL は以下の通りです。
　https://dia.or.jp/disperse/daa/
また、入会をご検討またはご希望の方は、当財団でも入会を受け付け、入会に向けた DAA との連携などのサポートを行っ
ておりますので、以下の宛先に是非ご連絡ください。
メール：daa@dia.or.jp 
電　話：03-5919-3156　（＊）

（＊）当財団では、新型コロナウィルス対策のため、テレワークによる出勤者数削減とオフピーク通勤による時短勤務を実施中です。誠に勝手な
がら、ご連絡は可能な限り上記のアドレスにメールでお願いいたします。
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１　はじめに

　我が国において高齢化に伴う諸問題の解決が必要とされ

て久しい。近年では、後期高齢者が急増し医療や介護の需

要が高まる2025年問題に備えるべく、地域包括ケアシステ

ムの整備が進められている。地域包括ケアシステムでは、住

み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続ける

ことができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が

一体的に提供されるシステムの構築を目指している。そのた

めには、各地域の高齢化の進行状況や医療・介護の提供体

制等に合わせて、行政機関や医療・介護の専門職だけでな

く、地域の住民を含めたさまざまな人たちが関わって高齢者

を支えていく仕組みを考えていかなければならない。要介

護認定者の発生や要介護状態の悪化予防を目的とする介

護予防分野においては、住民が協力し互いに支えあう互助

機能に対する期待が高まっている。これまで行われてきた介

護予防は、行政機関が主体となって行う共助による事業（運

動機能向上プログラムなどのハイリスクアプローチ）が中心

であったが、十分な成果が上がらなかった。そのことを背景

に、2018年度以降は住民が主体となって行う地域活動を推

進し、住民主体の地域活動に高齢者が定期的に参加するこ

とで介護予防につなげていくことが期待されている。

２　高齢期における社会参加の効果

　では、高齢者が地域活動に参加することでどのような効果

があるのだろうか。我々は、住民の主体的な地域活動の実

施を支援し、その地域活動への参加の効果を検証する研究

事業を行った。本稿では、その研究事業について紹介した

い 1）。

（1）研究事業の概要

　本事業では、住民が主体となって地域活動を継続的に行

えるよう、地域の問題に対し住民・行政・研究者が協働して

解決しようとするアクションリサーチの手法を用いている。

地域活動として行う内容を研究者や行政が考え、それを住

民が実施するトップダウンの方法ではなく、住民自身が考え

た内容を住民が実施するボトムアップの方法で行っている。

（2）実施した地域活動について

　実施する地域活動は、地域住民、市担当課、地域包括支

援センター、研究者が地域活動に関する打ち合わせを複数

回行ったうえで、ウォーキング事業に取り組むことを決定し

た。ウォーキング事業は、地域の公民館にて体操を行った

後、住民が考えたウォーキングコースを歩くプログラムであ

り、平均1時間程度、週1回の頻度で実施した。2012年1月

〜12月の期間に開催され、参加人数は1回あたり20名程度

（13〜46名）であった（図1）。

（3）地域活動の効果

　研究事業の対象地区となった A 県 B 市 C 地区在住の

65歳〜79歳までの全高齢者577名のうち、2回の郵送調査

（地域活動実施前、2年後（実施後））に回答した371名（男

性179名、女性192名）を対象として効果の検証を行った。

　2012年1月〜12月までの期間に開催されたウォーキン

グ事業に3回以上参加した者は、分析対象者371名中62人

（16.7％）であった。この62名を参加あり群、309名を参加

なし群として分析を行った。

　分析の結果、社会活動と健康関連 QOL において有意な

交互作用（参加の有無による変化の違い）が見られ、社会

活動は参加あり群で有意に増加し、参加なし群では有意に

社会参加による介護予防の可能性

城西国際大学　福祉総合学部理学療法学科　助教 安齋 紗保理

図1　ウォーキング事業の様子
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減少していた。健康関

連 QOL は参加あり群で

有意な変化はなかった

が、参加なし群で有意

に低下していた（図2）。

　以上から、ウォーキン

グ事業に参加した者で

社会活動が増加し、健

康関連 QOL が維持され

ていたことがわかる。本

研究事業では、地域活

動としてウォーキング事

業を週1回の頻度で実

施しており、そこに参加

することで社会活動が活発となった結果、社会活動の得点

が増加したと考えられた。また、健康関連 QOL は、身体活

動量が高い場合に良値を示すことが報告されており、ウォー

キング事業に定期的に参加することで健康関連 QOL の維

持につながったと考えられた。QOL の維持・向上は介護予

防の目指すところであり、高齢者がこのような地域活動に参

加することで介護予防につながることが示唆された。

（4）研究事業のまとめと今後

　本研究によって、住民が主体的に行う地域活動に高齢者

が参加することで、介護予防につながることが示唆された。

また、本研究以外にも高齢者の地域活動への参加の効果を

検証した研究が行われており、要介護認定者の発生を抑え

る効果があることが報告されている2）。このような研究から

も高齢者の地域活動への参加を促進する必要があることは

明らかだが、一つ大きな問題点がある。その問題点とは、地

域活動に参加する多くの者が自立高齢者であるという点で

ある。これまで、地域活動は介護予防における一次予防の

場としてとらえられており、要介護リスクの高いフレイルの高

齢者の参加が少ない状況にある。地域包括ケアシステムで

は、地域活動にフレイルのような虚弱高齢者も参加すること

で、地域活動の介護予防機能を高めようとしている。しかし、

フレイルの高齢者は自立高齢者と心身機能に差があること

が多く、従来行われてきた地域活動に参加することは容易で

はない。

　地域活動への参加に介護予防効果があることは明らかで

あるが、今後、如何にしてフレイルの高齢者の参加を促進す

るかが課題となっている。

３　フレイルとは

　近年、よく耳にするようになったフレイルであるが、ここで

改めて用語の説明を行いたい。フレイルとは、「高齢期に生

理的予備能力が低下することでストレスに対する脆弱性が

高まり、不健康を引き起こしやすい状態」と定義されている。

高齢期では、脳血管疾患のように突如、疾患を発症し要介

護状態となることもあるが、それ以上に、フレイルを経て要

介護状態となるケースが多い。フレイルは、健康な状態と心

身機能に障害のある要介護状態の中間とされ、要介護リス

クが高い状態である（図3）。

　ある研究において、フレイルの該当者と非該当者（健常

高齢者）の2年後の要支援・要介護認定の発生率を比較

したところ、フレイル該当者では17.6％、健常高齢者では

1.2％と、大きな差があることが報告された4）。この報告から

も分かるように、フレイルから要介護状態への移行を防ぐこ

とが重要であり、フレイル期に適切な介入や支援が必要とさ

れている。また、フレイルは身体機能の低下などの身体的問

p =0.009 

p <0.001 
p <0.001 

交互作用（参加×時間） p<0.001 交互作用（参加×時間） p=0.004 

2.0  

2.4  

1.7  

介入前 介入後 

参加あり 

参加なし 

社会活動の変化（調整後の値） 

48.2  
48.8  

46.2  

介入前 介入後 

参加あり 

参加なし 

健康関連QOLの変化（調整後の値） 

図２．地域活動の効果（実施前後の値の変化） 

実施前         実施後 実施前         実施後 

図 3　フレイルの状態像

図 2　地域活動の効果（実施前後の値変化）
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題だけでなく、認知機能やうつ等の精神・心理的問題、閉じ

こもりや孤独などの社会的問題が概念に含まれている（図

4）。フレイル期の

介入・支援を考え

る際にこれらの多

面性を理解した

上で、包括的にと

らえることが重要

である。

　 現 在、我 が 国

の介護予防施策

は、フレイルのように要介護リスクの高い高齢者に対する介

入を積極的に行うハイリスクアプローチではなく、高齢者の

自主的な地域活動を推進するポピュレーションアプローチ

にシフトしている。前項にて記述したように、地域活動への

参加による介護予防効果は明らかであり、要介護リスクの高

いフレイルの高齢者であっても地域活動に参加していくこと

が必要であると考える。

４　フレイルにおける社会参加の可能性

　では、フレイルの高齢者の社会参加を促進するためには

どうしたらよいのだろうか。

　高齢期の社会参加の関連要因を検討した研究は散見さ

れ、関連要因として、性別、経済状況、健康状態、友人ネット

ワークが報告されている。特に、友人ネットワークが社会参

加と強く関連していることが多くの研究において報告されて

いる。つまり、友人が多ければ多いほど地域活動に誘われ

る機会が多く、それがきっかけとなり社会参加につながると

いうことだ。では、フレイルにおける関連要因はどうだろう

か。

　フレイルにおける社会参加に関する研究は緒についた

ばかりで、対象をフレイルに限った研究は多くない。そのよ

うな中で、要支援者を対象とした研究が見られ、友人ネット

ワーク、生活機能が関連していることが明らかとなっている5）。

このことから、フレイルにおいても友人ネットワークを保ち続

けることや新たな友人ネットワークを構築することが社会参

加を促す上で重要であると考えられる。しかし、フレイルは

一般的な高齢者と比較しネットワークが希薄化しやすい。そ

のため、新たなネットワークを構築する機会を得ることが難

しく、ネットワークを維持・向上させること自体が困難である

といえる。また、フレイルの高齢者における生活機能の低下

は、否が応でも生じるものであり、それ自体を解決すること

は難しい。そのため、従来の地域活動に加えて、フレイルの

社会参加を促進するための取り組みが必要であると考えら

れる。

　例えば、友人からの誘いだけでなく、行政機関などの第三

者からの働きかけも必要であると考える。我が国において

過去に行われていた介護予防のハイリスクアプローチでは、

行政機関がフレイル対象者に直接、事業への参加を推奨す

るなどの働きかけが行われていた。今後、介護予防の場とし

て期待されている住民主体の地域活動においても、行政機

関などの第三者からの参加勧奨などの取り組みを行わなけ

れば、フレイルの社会参加を促すことにつながらないのでは

ないだろうか。また、地域活動を主体的に運営している住民

が生活機能の低下したフレイルの高齢者に対して適切な対

応を取れるよう支援することで、運営側の高齢者も参加する

高齢者も安心して地域活動に取り組めると考える。

　フレイルの高齢者が地域活動に参加することで、要介護

状態への移行を抑制できる可能性がある。しかし、フレイル

であっても参加しやすい地域活動の在り方は未だ議論の余

地があり、今後、各地域の特性に応じて作り上げていくべき

であると考える。
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図 4　フレイルの概念
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◆研究部長　石橋 智昭 ◆主任研究員　澤岡 詩野

　厚生労働省の「科学的介護情報システム（通称：

LIFE［ライフ］）」が2021年4月から本格運用された。

これは、介護サービスの利用者の心身の状態を収集・

蓄積することを通じて自立支援・重度化防止に有効な

サービスを明らかにし、介護保険制度に質に基づく支

払い（Pay for performance）を導入するための布石

とされている。

　現時点で提出が求められている利用者の情報は、

ADL（日常生活動作能力）、栄養、口腔機能・嚥下、認

知障害に限られており、社会生活での役割や尊厳の保

持など全人的な視点が欠けているとの批判も根強い。

そもそも介護には、出来ることが限られていく中にも、

できるだけその人が望む生活を送れる環境をつくると

いう基本理念があり、こうした現場の取り組みを評価

できる指標をスタート時点から用意すべきであった。

　ダイヤ財団が2013年から介護事業者と取り組んで

きたインターライ方式の質の指標（Qality indicators）

には、心身機能だけでなく本人の意欲、社会活動状

況などを包括的に捉えた情報が含まれている。表題

の「多面的な介護の質評価研究」では、これらのデー

タを活用して、介護職員の支援（環境因子）や本人の

意欲を引き出すこと（個人因子）によって、より積極的

な生活や他者との交流を実現できた取り組みを “ 参

加（Participant）” の視点から定量的に評価できる指

標の開発を目指している。厚生労働省は、有用な評価

指標が開発されれば順次「科学的介護情報システム」

に追加する予定であり、時機を逃さないよう研究成果

のアウトプットを目指していきたい。

　また、参加事業者が一堂に会する研究会が新型コロ

ナウイルスの感染拡大に伴い延期されていたが、財団

の WEB 会議システムが大幅に改善されたことを受け、

今年度はリモート方式での開催で準備を進めている。

介護事業者とのパートナーシップを深めて、研究事業

のさらなる充実につなげたい。

　高齢期においても単に支えられる側というだけでな

く、地域において可能な限り何らかの役割を担い続け

ることが社会とのつながりを強め、自立した生活を維

持することに有効であると考えられている。

　しかし、現行の介護予防を目的とした事業は、比較

的に健康で意識の高い高齢者が自らのための健康づ

くりに留まるものが少なくない。住民同士や地域社会

での互助につながる取り組みを行っているケースは、

残念ながら多いとはいえない。

　ダイヤ財団では、2017年より（公財）長寿科学振興

財団の研究助成を受け、地域社会での互助の基盤と

なる「ゆるやかなソーシャルキャピタル」を醸成する

事業の構築 ･ 継続要因を明らかにしてきた。具体的に

は、地域づくりの手法として介護予防事業を位置付け

てきた横浜市の「元気づくりステーション」を対象に、

参与観察やインタビュー調査を行ってきた。調査では、

活動年数が長く、後期高齢者や要支援の参加者が多

い33グループを選び出し、メンバー同士の助け合い

のあり方や、地域に展開していくプロセスを丁寧に明

らかにしてきた。

　昨年度は予期せぬ新型コロナウイルスの感染拡大

に伴い、調査対象のグループの多くが活動を休止せざ

るを得ない状況に陥った。現在では、活動を支援する

区役所の保健師や地域包括支援センターの専門職の

働きかけにより、新たな生活様式のなかでの活動のあ

り方を見出しつつあるグループが増えている。

　本年度は昨年度と同様に、活動を通じて紡いできた

つながりを途絶えさせないために求められる支援を調

査し、積極的に発信を行っていく。このことで、休止し

たまま再開のめどのたたないグループや、新たな活動

のあり方を見出せないグループ、再開したものの出て

来られなくなったメンバーへの誘いかけに悩むグルー

プなどへの後方支援につなげていきたい。

≪多面的な介護の質評価研究≫ ≪ゆるやかなソーシャルキャピタル研究≫
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◆研究員　安 順姫

◆研究員　上原 桃美

◆研究員　森下 久美

　ダイヤ財団が2006年から実施してきた「健康生活

アンケート」は、シルバー人材センター会員の健康水

準や生きがい就業と健康との関連を明らかにする資

料として、学術研究に活用するとともに参加センター

の自治体へのアピール資料として広く活用されてきた。

しかしながら、アンケートに回答した会員自身が直接

的なメリットを得られる仕組みが欠けていたことが課

題として指摘されてきた。2019年には WEB アンケー

ト方式を取り入れたものの、回答会員数は伸び悩み、

且つ、回答者が偏るといった問題に苦しんだ。

　これを受け、2020年度からは調査で取り上げられ

ている質問に関して解説書を作成し全会員に配布す

るといった新たな試みを開始した。初年度は全国から

10センターが参加した。今後も参加センターを募り、

会員の健康管理ツールとして本調査研究事業の普及

に努めていく。また、得られた回答結果を活用し、今ま

で言及してきた会員の健康度や健康と生きがい就業

との関連をはじめ、新たな知見として会員の経済状況

や人付き合いの頻度（孤立）に関する研究成果を公

表することで学術的な意義を果たしていく。

　高齢期のうつは、自殺予防のみならず介護予防の

観点からも決して無視できない公衆衛生学的課題で

あり、高齢者に対するうつ予防・支援の取り組みは極

めて重要である。ダイヤ財団では、2009年度から複

数の自治体との共同研究により、地域在住高齢者の抑

うつを含む精神的健康を向上させるためのプログラム

（ハッピープログラムと呼称）の開発を試みている。こ

れまでに、ポジティブ心理学的介入の手法を取り入れ

た当該プログラムが、高齢者の抑うつの低減や不眠、

不安の改善に有効であることが確認された。

　近年、要介護認定を受けた在宅療養中の高齢者に

おける抑うつ状態の出現率は57％と高く、要介護度

の上昇に伴い出現率が増加していることが報告されて

いる。地域包括ケアシステムが推進される中、要介護

高齢者に対し身体機能の低下を受け入れつつ、自らの

持っている能力を活かし、自分の人生を肯定的にとら

えることができるように支援することが重要であると考

える。そこで、今後は軽度要介護高齢者へのハッピー

プログラムの応用と有用性について検証し、精神的健

康の維持増進に努めていく。

　一般的に、非正規雇用は、正規雇用よりも健康管理

の希薄さが指摘される。地域の高年齢者に「臨・短・

軽」な就業を提供するシルバー人材センター（以下、

センター）での就業も例外ではない。センターは労働

安全衛生法による健康診断が義務化されておらず、現

状の健康管理は、入会時の簡易な健康調査と市区町

村健診等の受診勧奨にとどまっている。

　ダイヤ財団は、全国シルバー人材センター事業協会

との共同研究により、2009年度以降の重篤事故（死

亡または180日以上の入院）の発生状況を整理し、効

果的な事故防止策・健康管理を探索している。2009-

2018年度分の重篤事故では、就業途上の交通事故が

約4割を占めた。就業中の事故では、男性、75歳以上

層、長期在籍層、技能群で事故発生率（実員数を調

整済み）が高いことが確認された。

　今後は、高齢者就労、老年医学、労働科学の専門家、

拠点のセンター職員から成る検討委員会にて、本デー

タのより多角的な分析方法、実現可能な健康管理体

制を検討する予定である。

ダイヤ財団の研究等の詳細は当財団ホームページを
ご参照ください
https://dia.or.jp/research/
リンクしない場合は財団のトップページ
からアクセスしてください

≪「ハッピープログラム」の評価研究≫

≪シルバー人材センター会員の健康管理研究≫

≪シルバー人材センターの就業事故研究≫
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 ◆学会発表◆� （＊は、財団研究員）

日本老年社会科学会第63回大会（2021年6月12
日～13日:オンライン開催）
①石橋智昭＊、二宮彩子＊:「予防給付から移行し

た総合事業利用者の特性」

　・予防給付からの移行者は、利用サービスに偏

りがあるものの、機能状態やその後の転帰に

おいて顕著な脆弱性は認められず、要支援認

定の更新ではなく基本チェックリストの該当

で総合事業を利用可能とした制度改正の妥当

性が示唆された。

②澤岡詩野＊、渡邊大輔、中島民恵子、大上真一:

「都市高齢者の地域活動への参加と近所の人と

のあいさつの関連:横浜プロダクティブ・エイ

ジング調査から」

　・地縁活動への参加と近所の人とのあいさつと

の関連は男女で異なることが明らかになっ

た。都市部の退職した男性にとって、清掃や

お祭りといった気軽に参加できる活動はあい

さつできる他者と出会うきっかけとなってい

ることが示唆された。

③安順姫＊、新野直明＊、芳賀博＊、岩田明子＊:

「軽度要介護高齢者の健康に関する検討−デイ

サービス利用者を対象にして−」

　・比較的自立度の高い要支援・軽度要介護高

齢者の健康に対しても、ソーシャルネット

ワークや自尊感情の向上にも視点をおいた

プログラムの検討が必要であると考えられ

た。

④中村桃美＊、森下久美＊、石橋智昭＊:「シルバー

人材センター会員の年間総所得額とセンター収

入との関連」

　・同居男性と独居女性では年間総所得額が高い

程、センター収入額も高かった。しかし、独

居男性と同居女性においては年間総所得額と

センター収入額との相関関係が確認できな

かった。

⑤森下久美＊、渡辺修一郎＊、中村桃美＊、石橋智

昭＊:「シルバー人材センター会員における重篤

事故の発生状況:2009～2018年度の全国悉皆

データによる検討」

　・就業中の事故は、植木の剪定を含む「技能

群」で多く、「保護具、服装の欠陥」に起因

していた。就業途上の事故は、全体の約4割

を占め、交通安全教育の必要性が確認され

た。

 ◆論文発表◆

石橋智昭:

　石橋智昭 ＊:「高齢者就労における事故と防

止策」老年社会科学，43（1），74-78，

2021．

 ◆講演など◆

石橋智昭:

 「科学的介護情報システム（LIFE）の現状と課

題」医療法人鉄蕉会亀田総合病院（鴨川市）に

て講演（4/21）

澤岡詩野:

①「コロナ禍だから改めて考えるボランティアと

プロダクティブ・エイジング」国立女性教育会

館・ボランティア活動研究会（1/12、オンラ

イン）

② 横 浜 市 神 奈 川 区 地 域 づ く り 大 学 校 で 講 評

（1/16、オンライン）

③「コロナ禍も紡いできた地域のつながりを途

絶えさせないためには？」令和2年度高齢社会

フォーラムin東京（内閣府）第3分科会企画と

コーディネーター（1/18、オンライン）

④「熟年者がオンライン『でも』つながる意味と

は？～コロナ禍で見えてきた可能性～」江戸川

区議会熟年者支援特別委員会で講演（1/22、

於:江戸川区役所）

⑤東京都第3回高齢者の見守りのあり方検討準備

会に委員として出席（1/25、オンライン）

⑥「コロナ禍の中での新たな発見とは？～事例か

ら、今できる置き換えを考える」横浜市戸塚区

深谷台地域運営協議会で講演（1/27、オンラ

イン）
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⑦埼玉県庁主催地域デビュー支援会議にコメン

テーターとして登壇（1/28、オンライン）

⑧「つながりを切らない、つながり続ける支え合

う活動へ～コロナ禍で見えた“今”だからできる

こと“新しい支え合い”～」上尾市社会福祉協議

会主催　地域福祉を考える集いで講演とコー

ディネーター（2/4、於:上尾市社協、3月から

YouTubeなどで配信）

⑨「人生100年時代を生き抜くための『居場所

学』～置き換える方法はいくつありますか？

～」座間市生涯学習フェスタで講演（2/9、於:

サニープレイス座間）

⑩「コロナで改めて考えよう～地域をつなげる

老人クラブの役割とは？～」神奈川県老人ク

ラブ連合地域支援事業担い手養成研修で講演

（2/9、於:平塚プレジール、3月からYouTube

などで配信）

⑪「今だから改めて考えよう　つながる意味と

は」墨田区社会福祉協議会主催　地域福祉活

動オンラインセミナーで講演（2/10、於:墨田

区社会福祉協議会、3月からYouTubeなどで配

信）

⑫「今だから改めて考えよう！“つながりのうま

れる場”のあり方」横浜市神奈川区神西地区ふ

れあい活動員交流会で講演（2/16、於:反町地

域ケアプラザ）

⑬「コロナ禍の今だからはじめてみませんか？ 

～豊かに歳を重ねるための『つながり貯金』

～」大田区高齢者みまもりネットワーク「みま

～も」オンラインセミナーで講演（2/22、オ

ンライン）

⑭「紡いできたつながりを守るために今できる

“置き換え”とは？」片倉三枚地域ケアプラザ主

催　介護予防リーダー研修で講演（3/1、於:横

浜市片倉三枚地域ケアプラザ）

⑮「オンラインの活用を考える～ポイントは

「が」ではなく「でも」～」千葉県社会福祉協

議会主催 令和2年度市町村社会福祉協議会 地

域福祉地区社協担当者及びボランティアセン

ター担当者スキルアップ研修で講演とディス

カッションのコーディネーター（3/3、オンラ

イン）

⑯「今こそボランティアと地域がつながるとき～

みんなのやってみたい！を支える地域～」横浜

市金沢区福祉保健のつどいで講演（3/5、オン

ライン、YouTubeで配信）

⑰「コロナで改めて考える老人クラブが紡いでき

た『つながり』の意味」藤沢市老人クラブ連合

会主催 令和2年度湘南ブロック担い手養成シン

ポジウムで基調講演（3/11、於:藤沢市社会福

祉協議会）

⑱「今だからこそ改めて考えよう！『つながる』

意味とは」汲沢地域ケアプラザ主催　介護予防

グループリーダー研修で講演（3/15、於:汲沢

地域ケアプラザ（横浜市））

⑲「人生100年時代の終活～「つながり」をプロ

デュース～」さつきが丘地域ケアプラザ主催　

わたしノート講座で講演（3/19、於:横浜市さ

つきが丘地域ケアプラザ）

⑳「改めて考えてみませんか？人生を豊かにす

るための「介護予防」とは？」滝頭地域ケア

プラザ主催　介護予防パートナー講座で講演

（3/23、於:横浜市滝頭地域ケアプラザ）

㉑「改めて考えよう　みなさんの地域におきてい

る変化とは？」保土ヶ谷区ささえあい協力員研

修で講演とコーディネーター（3/25、於:横浜

市保土ヶ谷公会堂）

㉒「コロナ禍だからこそ見直したい地域コミュ

ニティ。『つながり貯金』の始め方とは？」

LIFULL HOME’S PRESS（3/31）

㉓「いまだからこそ考える『つながり』～オンラ

イン「で」ではなく「でも」～」横浜市健康福

祉局主催の区の介護予防担当職員研修で講演

（4/8）

㉔「つながりは地域のチカラ～半年後の豊かさの

ためにできることは？～」横浜市港南区新羽地

区社協主催の地域リーダーを対象にした研修

会で講演（4/10、於:横浜市新羽地域ケアプラ

ザ）

㉕「改めて考える、人生を豊かにする「生き方」
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と「つながり方」～コロナ禍からまなぶ「豊か

さ」とは？」港北区社会福祉協議会・下田地域

ケアプラザ・日吉本町地域ケアプラザ共催　男

のセカンドライフカレッジで講演（4/12、於:

横浜市下田地域ケアプラザ）

㉖「コロナ禍の今　地域でつながり続けるため

に」中山地域ケアプラザ支援者連絡会で講演

（4/27、於:横浜市中山地域ケアプラザ）

㉗「新しい生活様式から考える地域とのつながり

～オンラインの可能性を広げよう～」ウィリン

グ横浜主催の研修で講演（5/10、於:ウィリン

グ横浜）

㉘「オンラインに取り組む前に重要なポイント」

横浜市健康福祉局主催の介護予防におけるICT

活用にむけたワークショップで講演とコメン

テーター（5/19、於:横浜市役所）

㉙「今だから改めて　これからのボランティア活

動を考えよう」横浜市鶴見区社会福祉協議会主

催のボランティア講座で講演（5/24、於:横浜

市鶴見区社会福祉協議会）

㉚「今だから改めて考えよう！『サロン』という

居場所がある意味とは？」横浜市瀬谷区下瀬谷

地域ケアプラザ主催地域サロン研修で講演と

ファシリテーター（5/31、於:横浜市下瀬谷地

域ケアプラザ）

㉛「サロンという『居場所』　大事にしているこ

とはなんですか？」横浜市鶴見区東寺尾地域ケ

アプラザ主催地域サロン連絡会で講演とファシ

リテーター（5/31、於:横浜市東寺尾地域ケア

プラザ）

森下久美:「高齢者の生き方:サクセスフル・エ

イジングを考える」八千代市ふれあい大学校

（高齢者生涯学習コース（5/14、於:八千代

市）

 ◆寄稿・取材記事ほか◆

澤岡詩野:

①一般社団法人建築保全センター機関誌「Re」

№209 特集「人生100年時代」;「『活きる』

とは　プロダクティブなつながりをもつこ

と」（3月）

②道友社『あらきとうりよう』5月号特集「世代

間ギャップを超えて」;「世代間の『チカラの

循環』がうみだす豊かな地域」（5月）

森義博:

①（株）セールス手帖社保険FPS研究所「FPS

クラブ」（2月以降「LA情報」）;「ライフス

テージとしての『親の介護期』」（1月）、

「仕事と介護の両立」（2月）、「企業にとっ

ての介護経験者」（3月）、「ライフプランの

中での離婚 −〔1〕増えてきた熟年離婚」（4

月）、「ライフプランの中での離婚 −〔2〕熟

年離婚をめぐる既婚者の意識」（5月）

②道友社『あらきとうりょう』2月号特集「『離

婚』で読み解く現代社会」;「ライフプランと

離婚」（2月）

③日本FP協会『FPジャーナル』4月号誌上講座

（科目:ライフプランニング・リタイアメント

プランニング）;「就労者にとっての育児と介

護」（4月）

【ダイヤ財団からのお知らせ】
　2021 年度より、ダイヤニュースの発行回数・時期・構成を変更いたしました。これまで、年 4 回（4
月、7 月、10 月、1 月）、12 頁構成で発行していましたが、今後は年 3 回（6 月、10 月、2 月）、16
頁構成で発行することになります。
　内容としては、フォーカス高齢社会、Dia Information の充実を図りました。今後も有用な情報を皆
様へお届けするよう邁進いたしますので、引き続きご愛顧賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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